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日本語能力自己評価ツール「にほんご チェック！」の公開について 

 
１．経緯 

令和３年 10 月に文化審議会国語分科会にて「日本語教育の参照枠」が取りまとめられまし
た。そこで、「日本語教育の参照枠」で示された言語能力記述文（Can do）を用いて、日本語
学習者が簡易に日本語能力を自己評価できるツールの開発に着手しました。この度、完成し
たため、令和４年９月３０日付けで公開します。 

 
２．対象及び目的 
  国内外の日本語学習者を対象とし、ウェブ上のシステムで表示される Can do の言語活動が
どの程度できるかを答えていくことで、自身の日本語能力を簡易に判定し、その結果を日本
語学習の目標設定に役立て、自律的な学習を促すことを目的としています。 

 
３．自己評価の方法 

「日本語教育の参照枠」において、六つのレベル、五つの言語活動（聞く、読む、話す
（やり取り・発表）、書く）で、Ａ１からＣ２レベルまで順に提示される Can do について、
日本語学習者が、「1.できない」、「2.あまりできない」、「3.難しいがなんとかできる」、「4.で
きる」の四段階で回答していくことで自身の日本語能力の評価を行います。 

 
４．使用する Can do   

「「日本語教育の参照枠」Can do の量的検証に関する調査報告書」で示す、Can do の困難
度が適正であると判断される「代表項目」118 項目を中心に、六つのレベル、五つの言語活
動ごとに５項目程度、合計 136 項目の Can do を使用して判定を行います。 

 
５．提供する言語（14言語） 

様々な日本語学習者が日本語能力を自己評価できるように、日本語を含めた 14 言語を準備
しました。 

 
中国語、英語、フィリピノ語、インドネシア語、クメール語、韓国語、モンゴル語、 
ミャンマー語、ネパール語、ポルトガル語、スペイン語、タイ語、ベトナム語、 
日本語（ルビ付き）  
 

 
・日本語能力自己評価ツール「にほんご チェック！」 

URL：https://www.nihongo-check.bunka.go.jp/ 
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https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/nihongo/nihongo_107/pdf/93240301_03.pdf
https://www.nihongo-check.bunka.go.jp/
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【別紙】各場面の画像イメージ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
右上の言語選択より、 

日本語を含む 14 言語が

選択できます。 

 

「日本語教育の参照枠」

の五つの言語活動ごと

に日本語能力を自己評

価します。 

トップページ 
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【別紙】各場面の画像イメージ 

 

チェック画面 

 

提示されるCan doについ

て、四段階でチェックを

入れていきます。 

 
回答が終わったら、「チェック！☝」

ボタンを押します。 
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【別紙】各場面の画像イメージ 

 

結果画面 

 
チェックした Can do に

応じて、六つのレベルで

結果が表示されます。 

 

チェックした言語活動について

は「✔」が表示され、下のボタン

（赤点線）を押すと、まとめのペ

ージに移動します。 
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【別紙】各場面の画像イメージ 

 

 

結果画面（全体） 
 言語活動ごとのレベルが 

棒グラフで表示されます。 

 言語活動ごとにできることが

表示されます。 

チェックした全ての Can do の結果

が言語活動ごとに表示されます。 

 


